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情報化時代に生きる   

し・。．ミ  

Jヽふ・   

地域の情川里り甲ネ∵トリーク化机l指す連呼省の二．1，  

－メナイ‘）■Jミ」∴ナイ・一（NM（：）椚普の相克都市の一  

つに々「ている仰l川丁が」ンビュータ端本職を仝條個懐  

郷峨間に配計1■ることになり、臥二 ■郵では活動を隅櫓  

しているり しかし、実際に棉禾を佗う麿飾ら州別にさま  
ぎまな戸惑いが見られるそうである。二わまでは「楢報  

ネットワーク化は時代の流れ」などとNMC構想に総論  

としては間戒Lていた釈帥らもいぎ自分の病院、診埼一咋  

にコンピュータを置くとなると「憎い方を －から勉強し  

なけわばならないl「冊■】に佗う人を畷ナ）な【十れざなら  

ない」など絶込みし■rしゝるそうであろ。   

世界尉抑のデジタルコンビっ．一夕といわれる真空管〟  

∫しのENtACが製作されてからまだ40印しかた一つていな  
いことを考えると、呪周で清純している医帥らがコンビ  

コーダ7レルギ一反応を示寸のt一諷叩からぬことでムろ  

うt人号に滞を買いていた項は、コンビ．】一夕あるいは  

それこ関連した医学槽報の処理に関する鞭帝がなされて  
いなかったであろうし、コンビJ一夕をほと人ど触った  

こともなかったからかモノしれないい   
しかしご存じのように、この40年間コンピュータをは  

じめと1■る情報榊粗土その作佗り†某連呼や言己債市貝）  

の飛跡的な向上と風見や価格の帯いゝ低下に上って、今  
日梢劇化時代と呼ばわる精にlヱこく落花1■るようになって  

きた。本草で‡ハ附鵜聞方餌、附域病院では情報化lこ向  

け’r具体的な作繋に入っている。   

一ノJ、倍解職読言の弗掩、普及（ユ多環呵責報を枠供L、  

・－．珊1の新しい挿准キもたらしている，二のこと【．t研究ホ  

を一▲段と卑門化きセていくことにもなる日医辛の分野王  
かいて‡′同じことが言えよう．∩分の】射l】1ナ野を定め、  

あろ掛潮城につtlては輿㈲し‾ぐいるが、それ上’1外の柳  

城【こついてほあまり和ら々いという、いわゆる律し沌rI蛾  

の開門瞑禰が増えてきているのでは会いrろうか（偲欄  

はい－－こう（こ専門化し々いのに拭帥側／三11がま‾づトた▲j‘専  

一－■川二し、二のことがかヌrr災いして11二確克よ告晰与くだ  

一千ことが＝来なかったり、「J具診」という中筋キ‡卓二し  

てしまう。瞑惰欄鞘システムの作成・強化【1この価塁rl勺  

矛盾キ附決すろカ骨沃Lて」作り卜けらナrrいるい今緩ま  

寸㌢車闇臣’るであろう憫襲言の戸≒水車′どのように処理し  
管押1・るかを耶品・技術Ⅷ酢二月：っで稚々研究著は魁頗  

しつづt十なl十ればならない。J柵宇に、医章教育の中に章．  

降学朝野輝こ間十る槽町rlP惰搾勺些理数宵が既／≠の小J  

キュラムの小できまぎまな形で係ゎ一りてくることがま寸ま  

谷 本 光 柁  

1必要かつ覗別二な・りてくるのでlユか－だろっか〔   

硝乳用二咋代の睾，う一・つの特徴として、科学知、潤の帥靴  

代新車竹徽∴くなったことが慶）‖′ら直る。物冊苧の分野で  

2乙F柁前【二「．で：；払出電〉轡の登記lが什全キーかし、今摩  

は「常温種菌合のb鷲刀J」が再び瞬かし1∴現在のとこ  
ろ稚斤の．こ：■－・▲ス（．上西櫛禁されてい′＝、が，載々研甥〝  

の立場から止「今長の骨酒では到床考えられなし、こと」  

であ一′／：。前者の「高温瑞常闇」いそ叫華さまぎまな†■†  

報が川されそれら珂紺jを総合すると「帥中東」が汚かぴ  

】二がってきた∩この「即事賃」ヰ」叉冊派外のf▲のである。  

この一【うに、師部塞が出る毎に我々の■軋欺「知J鋸 はた  

らよち平瀬してしまう⊂欄灘†ヒl甘代に止このより‖」1来  

車が次々と出てくるで才）タ′うて この，Lうな．択で敢宵のl而  

ヤヰ′、和紙の石竹1て滅椚が短くなり，それを補うためl二  

何「庄睾，他柵をやり市十ゼ・要がでてくろ．．結局のところ微  

官の著わ率が低下したことになる。純一〉て、惜報化時代の  

軟膏の重要仲Ltますます大きくなってきrいろといえろ  

のではなし－だろうか．．些か飛躇1るかもしれか－が、虎  

挿社会やその稚の丁零化社会では次の世代に旬†鼎を†云連  
‘㌻るにはそハヂ．！．苦労は壱くてもよかったが、今Ilの情報  

化社会では「意旅的」じ軒育しな†れば、たらまち梢鞘  

化の粧含から脱汚してしまうことになる．．このような靴  

市の効率の低卜Lている時代に教育1、るには、アニ亡塞のょ  

うな打た一I二環聖の「救えろ」教育′三けで比卜分ではない  

♂）ではないだろっれ   

別電t∴情報稗黙察・いかに痛打けろかは研究の萄巧引二  

大き七郎響キリ・貪る，弟近の物町学会でlよ．子J■卓＊の砦訳  

与川い々がら賃（：も彩々そして仰璧の■たiいデータがつきノ  

つ乍√と駿東きれているごそかは従来の装椚に＝コンlイい  

夕和まUめ各鮮明Iヤ職機器た組み込み、刑1との和酬ヒ、F†  

判化を．汁 ノ‾ごいるからであろ．そし‾r、．】せ．汁、糾′1、ト‾r、  

押作はすペて若干研究者か卜じ、に七っていろ．卓耕した  

■√イデイ丁、一打．rらしい貫行力、二れらはれ＝F研究椚の  

既婚し／二：ガ仲でムろ惰欄化社会にf■fった維らt：ト〉‾r  

け、そわ群苦t．キくコンlイ1－夕のl廿界‘ニノ＼一）てい＝る  

】［うである1   

ネ学の学生講評仁。、救えられるだIの教ffに澗足せ‘1‾  

■、芦間に対－「る町衆と馴円を日らの’’r＝料†）■＝∵tかし、相  

席化の嵐のl御仁を強く生羊てん・iいたし㌧  

（拘叩‘7予 粍拷l   



“人生の半分は、セイリだ’  

菊 池 堆  
′   

二のタイトル≠・見て調▲たミ上何食思惟する／：ろうか′脚  

抽入ノノlま抑Irr仁；・巧／三■r■r御幣l＝．：モノ；かナJしれなし、丁1さ  

が小竹の牒叫しているセイリとほ‖簡町’の可「ぐあり、  

けある．布†．々甥■二乍がわ1Lサー）た脚；！軒Pあるので御許  

し汀iさ†：い，．差し一昨に【．亡き（．モど賓にも留めなかったか、  

うにして想うと仲々含蘇のあろ．ナ狙ごあろ亡 あろ人に喜  

一っ1†ると、相弔キキち人と幣理‾トる弔烏、神業羊を滞ちつ  

か車て十た滴々′＝■モホうちる可iができると言う廠I11三で′仁岬ノ芦  

にjl肇一rろ■？のだそ1だユ   

現在ほと㌧㈹恥他事のl曙代はない←け■■予、けミ媚の世界【二  

か．－てオ．例外でし土互い、。州司帆L吉にしてモノ詐と濾一1■r多  

艶にのほろ√．ベラベラペシタ虻lく▼ノで，H分のt珊究に  

関係深い‡の：．上勿．騙の弔、脾l昧♂）ある文献もC叩yし■ぐ  

廿；リ）えてしまう．ヒ、それ緻は畔人になるか、その様々文  

献に隈一）ていぎ必苛とする叫なかなか川て粟なし－ものだ  

二れ董でにどの位膵しものの／：めト：鱒頗与叩閃を常やし  

てきた耶でムろう．．  

1町の人ヤが、いかl二伯裡を整理し‾rfイニ筍や篭彗、陛昧  

に役．㌫てているかを知るグ）lこは、浩渡術無「舶！州二  

咤の持前」▲r一「スーパ■一書割引1畑肺J＝1叔・勘 が  

F而「lい 小′［が【粟汽に・たりたて【り明は、や：土り「知  

的生仰の丹師」l旧l板）〝）柚仲式フ′イリングカード声▲  

九再よー）TTしl．求めr、暇かみrはせ′1せと文朴H・舎きこ  

人／‡‡．のてり．ろ、  

Il封tl1代・〉‾r2り隼fJ経つと†恒叫1†二は仲別なものが沢  

山りトろこれまで仏和l軒で冊】人でl．土子の描かな虻㌧／：「／  

－711．ハソ「ン、Tlヒ‘－【7）杓㈹f一人手し椀くな一－てち  

／：統．汁解析やデータ卑怯牒＝ろ仲別々■ノブトが閃づ長さ  

か什車が環に克った．ヒ上lノ．うの【く【大円耶塁しl。かえって什－♯  

の横が押えたのはJ押」ろ：ものでメ－る‥世の小の利きが1鱒  

剛イ∵∴．スlご’－ド1t ソ7しているためなのだろうか   

ワ・ナ町．t確かに仲川‾Pある⇒一に】1を挿む余拙はない。  

しかし予lつ〉の二；・：の拙きキ．▲もるいは怖好の良き／＝十㌣各  

mして己tいウい／三′〉う力・。だ人だんワー‾ハ1で々l†れは  

狛1ろ：くなるのが恐ろLい。・柿の「J－ナ1「小膚吏症だ  

小flミ♂〕群がて皿巨←丁⊂rの布鞄い叫【J丈を稚轟寮できる所  

l二ある丁 ▲■ワードナlつヤソ叶■’rノ；尤克く“リーケ・ツ［トモー  

夕ー’■  と呼人だノノがf11応しい，圭た¶黙の牒巧がらメーモリ  

ー，，とし‾r・■；1全てさ蓑や．㌻蒜文作成で1Jl、1苗の物を下地にし‾r  

書く巾ができる「‥缶J】てなら克い申：†内春草▲一も．責にし  

て簡理LてJ÷Lくこと／三，．バス■フードが間帆であるとど≠  

丈に人′ノrし、ろカー分かJ，なく々り鱒猷なl冊朋沌けして  

しまう   
小生uそれほど几帆†再モ作楕でf．モいのに卿えて年の  

せいかナぐ忘れてしまいが「，／三廿1－メ■りノのドクター  

が囲いていたナーソレコーーダーはな人と々く日本には脚  
染まない ひたすらf帳に薄いて子方んだ‡Jのは消して行  

く〃扶卜耶り入れている。娠′lし〃のわ酢1！を汗見Lてt，、  

誉！糎に詐彗込人だり、メモキ所亨賀しと瞞・）‾〔わ■1j雄和㌣  

・：持されていろ割が†甘hれる．、大病院の院長キや－▲ている  

売人はシステム朋子手械琴とい十拘咤膏封‖に伴いこなし  
■rいろ亡 r】分【二は言の†」ナ，ぐさわl二たりそう／チ，せのて  

今rlこはシステムナ椎争うまく†かヽこ発してみよう、あな  

／二‡ノ††柾なピソ†・1マンと云う気分／：．，   

如拙の髄鞘里、′くインダ⊥の代りにクリ丁プ丁イルに  

人Il‾こいる√これらは牒i述の「スーパー書前の什づ細㌻  

l二紳介さIl‾ぐいろ ■■日用式の胡とい郵貯隠曙附－の撞の  

かオーりで、も少高†蘭でけあるが整押し筍いり中々に何が  

人っているか表紙の案に一覧表を貼ってむくと分り巧い。  

インデクスキ用いて蘇け帆 キイり一ド別に、又はAB  

C州別二幣曙Lでおくと便刷であるハ小′】；は苦屠れに．とり  

ABCl岨こil仁ペてファイルしているが、論丈を善く梢合  

そのま麦文献として整理できる餌「ぐ良いノバよと．誓ってい  

る。これr，の77イlいノ人口C胤二並べておくと哨り出  

しやす＝，■婁は・宣の法則が‘ちナ＝f良いのだ〔もLせ価  

【二あけるの‾Pあハlf、X株フイルムの空き箱が僅刷で慶1  

る．彰少こくへ・・スを食うが岬惰が→舌なので整理し掃いっ  

下町小1二手，データ、論文のJピー、図表 一式等キ ーつの  

箱に壬と〟）てしま／1ている．、   

原綿にLて！一ナ㌧一夕上二Lて睾ノブート7ピー1に人rJてLま  

うと幣精し／：気になろが．これ柑こオヽいもの；ユないr′必  

ず‘′くソケ・1■・γ7し‾rfタく1liが肝要〔であるい：たたデータ  

の放撒1吊一度．整って人－，rL蓋うと、才k々の手を陣わ  

て‡り卜■／一し‾丁和キ，′！寸♂）で、明頼1のぐh叩kが・衿電イ」机t言  

1まてリノないそれでも！k叩律に則mすろ‖寺、諮りがな  

いのだろうか不雰にかられる（7〕は、小：‡ミ♂）みだろうか⊂  

先人煙がfり間し．†：J〉の男靖りのふ潤い吾幌や‘＃瞬ノート  

は．需牒㍑行ノノ不叩にな・T．ないこという苦味でヰノ・一差派々′卜  

沼の加棋／三。   

人［1】とい面白いもので、輔の中で考える分l二【t何で≠．  

できそうな1tl二な・）‾ごしま），物弔の催作手ノ照声J日々く夢  

【ユふくら†1、r．やれ、今唯は立脚この「ノー・クーーペーーノ・キ！隷  

は迫川判たを！‥   

＝（・里針なポを十1てい／：√，人竹（ハ2／3は！いや3／」11上  

幣f腎／‡！いやそのうらにrl分が和ノく‾】－ミになるかf，しJl  

なしゝそのへ人のかわあいが大変附しいヮセ虻てそ（つH  

の弊L士その11のうナ，に整瑠うる割が妥！1な答えなの／ミろ  

うかr  

（放射番！医‘諷㈱弧岬教搾）   



研 究 室 紹 介  国家試験と交通事故  

■ 生理学講一講座 ■  葦原 芳昭   
当珂‘姓字は旭l】＝竜人捌言管ととfバニ坤】、‡北㈲匹敷有人早  

から赴付さh／：乳印甲．敢搾と米IG】7ラスカノこ■－君瀞や申の  

l∃汀上阻甜軋 のら上l〃靴押（税Ill形大学l東学都県搾1わJ  

び即席「一一朝時下（呵牒ト】本学同人予価学郎帥典搾」の情  

熱でスタートLた〔ま†．なく八幡助手が行圧L、竃乍脚lく  

とし‾〔研究と執行【二i塵適することが叶絶とな一」たっ 当時  

来宅喋の俣人での研升よ1t憮で、押市大他州11一別二し1考  

L．‾この研‘究i舌椚であ∴〉／：と）かが一Jている〔当咋のスタ  

フリん井＝lて、ド鞭11下と々′1た日学煩が令悸と入＝モわり  

Jて野矧叫難路が上隋のムとを一ノlき研いでいろ．ニの閏、  

乍華ゃ．のⅢ；l（現苅 二困干ト1とf川！（同郡三l人甘十）がγ  

付ケ頂律したよ上北斯道萌淋太守Ⅵ小河，㈲怖が硝甥′ト  

とLて滞冶：した。  

．請省諸兄こよケロードベル十一ルヘの柚叔ホ了了亨叩されて  

いろ三粍島汽柁の甘薯をナブり（∴；、J】受けr，ハていろことと  

思う。、⊥川汗′聖案はペル十－ルの守一干草ととf′にスタトし  

走り絹汁てしゝるとい／rfJ姻吾ではない′．亡日本と曙鳩の  

町′丁二間係を科や的音譜作l：作系化し／二障′；上空1二の・Tト要人  

拘．1し∴∴喝増斗．曙■予与▲叶究十－マとする制 一生理‘jJ二敢  

宝：二とって：土去訂lらハく＝1r川：で∫）るもJ即椚二岬与：の租  

囲はIlいが民学部の一滴種とL■トの当潮竹㌣圭のノ1ンテ  

←マは温厚凍応、々かで！′耐寒の地で．ダーろれ汀川にふさオr  

l．ぐ寒冷への適応穐牌を代謝l勺分泌・ナ的に探究√ること  

にある、黒鳥糞柁：士云脚や：のてネソメントの他に爵沌は持  

にタ卑昨′tミ茶′ドでで▲ちろ桐色り別別＝純の桔肺幣紺成上■・．亡びガ  

ンプリイシドの琶化⊥ニ】せ†省耶ミサケ＝ビン（J）粟冷間fLへ  

n関与1．ワ広耶な興叫ホ・示されている また、温便と碓  

動右・上びストレスしハ＝】！にモ文適応が■Jいり－ろことが報㍗7  

され■rいろ今l】、脚昧と■ギ惰≠・震わ†て乍体宰埠（？け）ラ  

ンニンブを［】∩箪とさイL‾〔いるこlヒ【上聞れ珊lかと．甘うー 二  

わ麦‾ぐ〔n仲卸て乳仲平価きハてHlてど‡増噌lぺ帥余竹丘サ甘  

さflた 人即㈹鞭搾：J〉肝聖子－‾，，は；椚叫とティソソーム  

【苫郭、血申撒晴無痛†t謝てい二′L化■州1」キ面から半数の  

什Ⅵヰ．≡論文i二きと机て土トら†lる 李川、乍ttt■〃：いろ7‘  

ミ ーイとの九つきょ，いざりか忙しく、莞．＝ン甘揮西北の‾J  

lキ∵ドリちンで．入るぺ伸助ー二【．＝軋れ・村中ニントノ＝l・  

ン病鍔一即町用腑澗／再■てff椎l二．了無根さハろ叫坤′I㍉セケ  

ルウ」‾ンの間佐左r棒．けし、桝知見ヰ・かかえ‾㍗ル酬周が判  

竹声わろ，，附酎11；CSド下町■一々．卿Iiニウイリ1’ム′敢搾  

（れ†▲上での】隼l‡Iけ冊用誉牒潤l二和上削qr・電間咋t：み・，  

わろ岬内外1〉i捌l！閉〔J叫電飾f．しく【t輔乱ホ・抑l†・雄一lけ的  

：二みてし－ろ1州ル明代室lf鍔キリけせ＝■ごく右ていろl′〉  

が無料炉㌣‖い。黒1裾削乳．＝＝下村潤「研一‘ト押lt▼ノ  

トで才）る」と了．1さjlたそ∧ケ軒訂簡トと ／二  

敗1シ＼tr〉逸†Ⅰの人㍍与了れ掩いし1r二ん「岬七丈をキ乍える．  

【′巨叶ナ策・却†く 囲い   

副学長 安孫子 保   
新人隼．講君、人草おめでとうこ1し】王▼I1兄♂）方t．  

さぞかし塵人でおられることでしよう。常しか′・Jた受験  

生痛か一り膵放さわて、瞑■■声の適に人ることが出来たので  

⇒－。気候も良くなるし、まずj酬烹免許を爪・・，てドライブ  

を」てみたいと考えろのは輝叩からぬことで■すご父V．の  

ノバJ∴左し一人学科と安い搾繁料の回す大学に入・つてくれ  

たのだから、lい古耳Lの一わぐらい閂一ノてやりても一Lいと  

おたヌかも知わません しかL．交通車拙のl閏鰹L！【車  

用の幣刊牒墨守の問樫をどのため、本■、；キでは裡人乍の「】  

勒恥l¢■；∫＝キ■禁止していよ1．．大学省側拍り捌車川モ■学年に  

l・rL■r、特別な－附斤キのぞし＼て斡人どIj・まられ■ていませ  

ん 用3咋摩17一昨5台1‖ そのうえ、大学から尊いて10  

－151〉の碑に下宿したりl‡り借りLたり十る．ヒ！▲日印申を  

f′「‾rいて≠．適‘、㌢には作用できませ人「惟明Lrl一イこ浅  

酌市キ十ろことに与ろか、あろい【上わ余を札一つてサ外耳  

耶中期キ†††りることにな11圭す、この二三隼．搾華終／浬  

の座とか休Uに揮仮して執牧を担寸削が増加し】rわnま  

■1■‖徒▲て、父兄の方には学′い二弔キロ・つてやらない上  

うl二という施与【！がノこ学から行一ノrいろ筈で’1、   

弔を雄牛ノ汁わげ郎放【土つきもので▼卜人の命を対日J  

川l二ある俣師の即が、人を便つけたり人の命を囁一〉／ニー′〉  

‾り1ぱ、そのような人にl1Pミ師免．iT証をリ月々いで欄し  

いとい1声が．■い．てくるのけ甘誓㌣十 このたガ）、腹囲阿  

官舐隋≠＝そl十ろ岬偶発をJh寸時lには、罰金1、1卜しJ）川  

l二処叶‘1Il／二ことのムる人は申し侶るよう仁◆．とめ〔Jlて  

い：f▼ト，   

抑制、A上の刊に興せられた人にf‥．裾芹の1托が亨篭さ才1  

ていよす√．刑余1■上卜の刑に堕せられたこ1が∫い▲〉てt．  

■；り主に本人夕鶴：針ト㌃む粁∴つまり r申立誉」んか－■r  

いたノ†三（1れげ、広州挿r岩音髄を一せl十‾rl瑚刑二なることが  

可能です√．でも、て丁艮（士▼†■ぐその上うなlト■〔吾を．†い■r  

くれるぃでしようか′勿論．改悸の消がモい厳には吾  

ナーけが．皐〉りま十一人り まノ†：、悪所々事肝ぐ．き〉れ【ご、二（rl川  

合に妻▲書くこ．レが出来ないでし上1   

蛾念・ウニとに、木・声の1㌧巨が1二し′：刊1’・冨田没：‡咋  

畑増えていま1。でうから、このI、・め‾〔（：し咄やに学′】iJ習  

作高ii窮し々ければな」ちないので‾巨 本人仙十い晶描  

していても、叫植整わ．二してしょう二［t．ありよ寸▲ で  

f‥恐ろLく4∵て中経唱岬か‘1ユ哩什たりしないでくだ  

きいて 事故がづ㌣l∵」たこと隼■、早く†菅ヤに届lうてく／てさ  

いコ逃Irれば；哩‖ソ＝tど罪lが人々く在り、■■〃打珂り月  

を書くことが川東克くなr】ま巨   

石ヤにして、附′l・宰欣が起ニノ1た■1、そ♂1こセキ1・  

く学笹畔】ての先生に亨．裾】テLて卜さい．この髄：】㌢：．土人登  

l打窄で十。今ぜ専ら，こげ】報告こそが、‘r‥艮J）申立書権  

†テにつながろ岬・の凋／：か11′ぐ十．、た†！しノ、千路くn叫・’／．  

吾がありてf，、刑余1■1上の刑に堕せられた人は11ミ帥甘吏■  

．乱斡の岬にはイく別になりま′1一のや、と1二かく、瑚†・事  

故をわこさない．［ラ常に1iをつけて卜さい亡  



尊  J欠  学 位 糸 文 嘲トI   

Pw細血両脚●山Cbr■tlt・ri号■tj鵬  

Of Cll加血偏向叩佃血り叩l●in  

K；仙鼻り一行珊R‖軸l＃∩一人N■W  

Ty匹■■†（】1l¶咲hlin－d叩叩一門t  

pr両in Kin■鸞】】  

（ラント岬■のカルモノ」Lリン冊脊椎  

凛自軒蠣腋旧桝馴M叫Mと作乍一所  
しいタイ′のむルモシ∴lリン依′′惟肇  

「l瞥■●狛腋針m  

氏 名  
第11回卒業証書授与式   

酎l両年登′ト】Z3名 一っ†）女了・16字，）への牛革謹書抒  

与・式が．3I】2511（十）川Il射0分から本‘、声作育餌にわい  

て挙行された。   

ぺでは、軍内合奏川が奏でる姻ペのなか．・■芦長から草  

葉生・人ひとり；こ平賀証汚が手沖さハた。   

ついで学良から「師しい元号の初年哩、十なわち平成  

元年と記された卒牒遇漕が示すように浦河のIl酎モは今年  

から始まろうとしている。析Lい時代の踏常のn布達は、  

搾・■芦・灰擦の現状から見てまさにやりがいl二満々ているn  

どの分！fに渦んでI．床■’芦の疇点は‘■人間偶人の健康への  

楯什にメ，る■■ ということを忘れ－「．同順さら（こけ人郁の  

期待に虻えるょうり∴ と門拙こあたり告辞がユゼペらゎ  
た．．  （‘芋牛津）  

岬艶 一 石青黒  

網粒貰化学間門  
佐藤広剰  

M■血n；■巾山一「亡tt叩r－れ亡dilt亡d  

¶duldl血＝正仙亡血l■叩d00山■ld  

門tu扇＝】川rr亡〔t川削加■‾叩  

▼Mllけ■llr■■▼岬▼l■ヽ  

（モルモ7・心平熱の遅延外向IK薇  

沌の・℡御車を介1－る前節構胃1  

日l．入－りQ】！†∫こ丁の解析  

一日LA－いqβi即云r■がIl本人のイン  

シ｝リン欣†√竹輪尿萌肇鰐≠せ什をW．  

走Lない可彫什  

鷺作用礪鋼節黒   

化サ抽¶作Ilげ倒冊  

矢沢和人  

生伴Ⅷ＝l綱欝‖  代謝・軒別拙用腔  

高橋賽偲  

フローヤイ・メトリーに↓ろ負担榊I√  

よび上陽♯のnN∧pl両dYの畔折  

一千儒∴布津印椚．音詩貯と♂】町櫓に  

・ソいて  

轟拙・芝ト音j   

け 鵬 学 部 F「  

‖‖崎弘資  

思♯間新棟「お汗る血牒礪価化・ト～t  

ン1・珊f舌什のtれ  

－り）陀l‾h・lrる杯断的愉紳  伊嘩帯也  

学位記授与式   ‥ト・・ 
；●－・∴∴∴∴■・ 

発 生 学 価「7  

旬日華十  
3月251†【1）【川神崎か（，、本■こrT芯2会三業才；に†デい  

‾r、人‘一声胱医サ研究科を膵rしたtO†1に灰J㌢叩上の学位  

が搾」iさわた「   

川名の代γ・lI招いキ用絹＝邦l＝土次のとぉりで寸  

（■■㌢圭澗）  

1日川畑l▼わ：lろr15酢鴨わ汀婿≠  

甚】斜甲の嘲舶】膿学的射I  
恥舶・群■吾荊   

饗 宴 一声 部 門  
榊沼桁二  

町甲ザ1T  ■llHト：仁ドト’RCTS nF【－即日川T∧l．  

1】YT－りⅩl∧けN PINTYl．ドN†：■1■ト  

TR∧7nl．一INnl】（ニ王11Sト：lZlrH【：S lヽ いLVEL「川■lパ√；R∧TS  
ⅧMPlhv岬XIAがRi！叫）′ト‡■  

J⊃J】る1忙nll宜nplrtr■川」誹句＝い れん【■戦目＝均＝  

t†一席鞘岬節薪  

哺勤－1サ部門  

松本二間  

－てI打リン′明け川Hい1関ゎろ：汀1  

胱作（J〉解析  
↑仲楕疇蓼柑‖   

梢巾り？■「蘭r  

乍伴憎＊j用＝   

憎勧Il’㌢＝W M  

綾部時ザ  

H一門m相加■紺合弁撒糟とL†－ラソ  

’ l軌恒廿∪ト日㌣＝叫牒骨‾叩 1－る錯簡   
吾田幸宏  



鈴木 英幸 北 広 島  
瀬川 高志 札 印 西  
高橋 伸饉l頂館り・ヤlし  

蕎傍 学位 札 帽 北  
竹川 サ弘 浦  川  
武田丁沌＝・化 順 一‡i  

谷野 弘呂 礼 帽 雨  
丁慨 賢次札掴光吼  
i土‘ワ苓u二…  
梓川 額紀丁■  戴  

．rl灘 テ宇一‡川 早h 湖 昭  

和顔 射己 軍 間 寺号  
蕎■了．●  処【罰辟ラ・サーFし  

高山＋1■稚l［大柿叩ル  

Il†小准・郎札 槻l叫  

班IF！I成摩 fl． 仲 里  

丁・q！llら：ヱ 別 路 制 帽  

平成元年度入学式   

†川 ‘J｝  

上Jlミ  循  

環【tt  巧  

打汁 fM  

柏木†一価  
捕手 昭‘乃  
慄小 耳・  
！川  超  

心阿 井：耶  

敢nJ康子  

r卜二●  ホ  

・盲、  ■＼  

療  洋／・  

即亡 尚之  
山崎  モ  
Ill本邦作／  

台Ill世人  

米現†細‡  
溝辺蓬l－＝  

札 幌 南  
「・撃鴨居l可際  

姉 川  粟  
札 帥 」L  

崎】ミイこ勅印1  

Jこ 分‘巨 件  

礼 相 席  
l、、 リ ∴ 中  

仙 川  ヰ！  

札 l異 此  

札 幌 旭 丘  
軍 l閣  栗  

茨城L洒第 一  

札 耶星 光 社．  

仙 川  粟  
札 岬 l皇i  

礼 帽 北  
礼 帽 l†i  

新地第一女】一  

札 桶 r手1  

旭 川  来  
由館ラ・叶－ル  

礼 帽 南  
東 京 海 峡  
函 館lト 郡  

耶彗†同 ↑  
礼 帽 商  
‡’‡兄 汎 吏  
北 見 北・†  
伊  j垂  

東 京 西  
滝  川  
面軒う・1トル  

手 簡 栄  

小村 肝・  
野崎 漕■i】  

1i「州 澗  

花川 一一口t  

姉川 賢帝  
伸チ；住職  

Iil．！㌢ 丈二  

†㌫甫 指揮  
真綿 情羊  
木口 補則  
‘ぎ宇野  串  
劇！1 登  

仙中 仙俄  
輔浜 洋也  
碩‖l明子  

吾田 正史  

l ll】丁        4 1  
吾郎【∴「  ′「二戸」Jナニ  

」じでは，師人’ト1川l裳（うち互イ・骨1L2・1睾1）車代炎L  

て秋野拝観さんが盾彗っいで，乍典∫廿声があり、粁人  

一トはl甘■；i■＝竹上し■rのr’！常長・柿た【こ、人や′Ll占仁り・＊を甜  

7庸一．し′：  

∴l、ト   

平成元年度入学者  

丹．昂I至  氏  名り一．卑 校  氏  名   
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日本 囁広 何軒ラ・叫トー■し  

札 申軋 ！主i  

函 館「ト 部  
†L 勒l旭 丘  

札 相 打：寧  

軋 胱 rもぅ  

“一 仲 南  
l－㌢ 兄 71イモ  

fL 中程 北  

症■ 郡 山 城  
≠・」 7・  

lL 牌 北  

埼 羊l埋  

札 輝 北  
札 咽 北  
宮地斉川女子  
小 竹 東  

面揮う・，リー・ル  

札 捏 東  
軋 腑  旺  
札 幌 i覇  

軋 槻 ”  
fL 佃 lすi  

大師四天王1  

什l・克行 fL 仲  

人川 久音【荊 飾  
間木耕太郎 札 岬  
」川 作一 fL 勒l  

北
 
常
 
北
 
丘
 
 

平成元年度新入生研愕（第1回目）  

・lミ成J【二中一‡叫ノ、一＝州‘（L∴r・．＝叫いJ・111171】】】  

ほ口人の印∩＝射程され寸し．／：   

策】口Hけ八州、耶2l1日L＝i純ヰIr象【∴ソニ群l沌イり  

したT 相棒は帥人■トキ12－1：け〃）ケ1し－一▼7【こうナ【†，tケ  

ルーソ」ニ ー椅靴吾の裾▲1■1名と基嘩又圧願出り肺門lも  

．り．汁Z汽があたり、l－1己招介lこついで削守l二C7州狸けっろ  

し、け■／＝牛生f．モ全的につい‾〔梢瑠仙．け）るいは甲誹か利－ゴ「  

れ蓋した。  （；モ′ト．：幣）   

小町 郎〟．骨 相 刈 子；  

晒l事1寿i会 餌1；・■ 昂屯  

斜†】脛「「軋 ㈹ 丁：膵  

北  飛「～ fL 膵 北  

さ 
：：．∴∴∴ 
増≠7軍治栃木■㌻郁■了r  

一泊 細筆旭 川 北  
ケ攣f  そ誓凡 作  化  

椎稚 卓彗  
市坪 作間  
作りこ 望  
佐愕  棒  
烏便 利奇  
熊木 l■空  

輸ホ 秀久  

仙 台 第 一  
．1■さ 小 竹 ヰ〔  

札 捏 南  
1加 舘 鳥 ヤ  

北 見 北 ÷l  

r・♯ 銚 子  

構指緑が丘  



平成元年度運営組織   スポーツ安全協会傷害俣儀の加入について   

本学にく」、医学鞭ヤに一ノいて恥凋吾研究、靴督．碓朽の  

鋸戒．膵ノf：指碑、押葉及び試験の下欄．隕けの鳩悍及び  

閥條．ノ㌻＝精間借Ⅷについて離集十る機関とし‾〔難所委員  

余があ町かれ   
また∴r＝生の1与りミ補動二間する凋廣研究、J芦乍の．課外  

拍動、桐利Il／生でについて常吉集十る機関として摩′†：脚瑠  

杏11会がありま′慮■ゥ  

l叶番【l会の1†l成元年摩各員は次のとナ川で1■ゥ  

煎i圧、課外活動lいの弔撒が㈹えてぉり、事故発生の川  

合に問え‾ぐ補偶対策を立てて丸くことがゼ・雰となってい  
る，   

スポーツ安食陽分場吾保険は．体育系lま‡Jとより文化  

系川怖が、その浦軌中l二生し、た解敢等によっ‾r†材．1子を種  

′1た川合Lf，るいは法律上の晒情責任を負った瑚合、二れ  

を補憤‾i’るための保韓でぁる。   

作降の概要は次サとわりであるn  

O本保険に加入できる何体‥……・スポーツ川†本及び文化  

才・川休で5飢1Lのグループ  

n卿人せ付則冊・＝ ＝・イ某問会附こム：寸る仙人登付則削は  

－1城2†ト】l‖1日まででぁるが、林学‾ぐの・受付は繁用の  

挿認，手練き等の都針こより1日2机1まてり∵上ろ  

0加入lヰ分及び対象となろ間作  

鞭衿黍＝会1  

杏 仁IJi妾締  

I．tり杏l‘lJi祈  

を 11内  

保
 
雄
 
 

（刑■一声艮）  

昭博軋勘  兼
乃
 
膵
 
 
 

査
 
‖
 
 

＃  裾  二
道
治
勉
 
 

掩
 
秀
兼
 
 
 

山
 
‖
 
山
ル
 
博
 
 

僚 川   りl〔  

有 m   博  

小 川 隅 ～や  

Ill相 見太郎  

小
竹
京
 
 

lイ    うー  対象となろr   

ロ  之†〔ヂ：脚本  

l糟 用 件  サイクリンケ等（Z穐．  
（：  ソを行う相伴l   

2 樺 川 休   刷乱 郎雫、駐軋軟式  
1リ7トポーlレ．I、レー   

人  
挿熟愕汀1別手煮た  イビル¶  

小  通、「ンダ・ホ・イ～等   
3 掃 けtl摩  川魚熟まん￥   

くlサ↑三浦尊号仁1倉〉  

委 日段 ■左様子   俣（敵学長）  

剣呑Rj主 税 峨 少 「  

否  tl岡 田 椎 勝  久 保 ぷ 厚  

手i本 光 稚  水 r」廻 即  

日 申   剛  飛 仕 官 之  
H 憶   宏  酒 木   保  

晦輯、樟ふ．バ  

1ル．怜l二瞭  

川  

0恨除‖と保険金節・てん榔附帯解   

い学生課）  

平成元年度の主な行事  

今咋摩のトな行動ま次のとおりで1■．  

4口7「1  入学式  
4口17∩、■18日 祈人†二師巾宅（第1「椚II  

6日15∩れ■柑「1瞑大祭  

9†川ト1  体育大会  
9口2【lf1  【ざ帥棋聖需Jt  

注：：中j削lけ〟）明含f′年間保障料がノg・要。   

注2：Ll■遁で即本メン′く－が上Mえた瑚今には．i射Il別  

人か可能「  
口保障期㈲……・・・保険料み振込んだト寸の登l丹γH拍〔昭  

から1城2年3耶11作碑2≠羊まで。  

詳しくは学生．甘辛生保に尋ねること。  

（7＝′†ミ．；繁）   

l叩相打巨■27【1  

10口3nn～31fl  
押入t研修（箱2rr】lll）  

11115ト」  本学記念l1  

3HZ4「l  宰砦式  
（’、j：咋．裸〉  



課 外 活 動 短 信  

（女子）回 蛭 3†立：永川 昭r・（6年）  

人ドi】紙1使：仙L 糾汀（5年）  

5kmXC I佗：間  1汗川†‖  
2佗：寺田 朋子（3隼）  

3kmXC l相：阿 】ニナ（8咋1  

3柏：判！l朋／一（3年）  

稚 √ナ1拉  

耶3t阿東口本匠f一撃隼総合化軒人全【冬季スキー部門1   

3β0～251tイiスキー場r7ルベン部門）  

絹張スキー場（ディスタンス部門）  

く里十〉回 転 d付：松無 知行（6隼）  

人l射J：2位：峨捺 昨拍（6年）  

】5kmつくC 2仕：黒徴肛胤（小町  

8kmXC l付二仙膵 賢行＝；印）  

ご一代：宍打 朋胤（4年）  

リレー 2位：小攣fナH、ゾ漕、研樽、太川崎  

総 合 2位  

H珊mm胃m閻胃m…珊珊㌣mmH  
．＝・．j墜派がムるようである．醐吾止廉る瑚制（巧手‥とで動物  

君韓を容認し、稗看は動物‘右隣絶対反対論覇である。ま  

ず後背と勒物下関の必要性を探る札と【士、一難すろ薫藩  
見い．L11しi耳ないであろう．勿論、この稚い他械仁で′ト活  

するす兄々に、人間雅稚拙常の考え方がj車mしないことは  

当然のことであり、一般書t倉♂）多くの人々の一双した見  

解であると思ラ〔軌析物との典〟牒∵・分に考えながら、  

人㈲沖合の学術と発展に寄与する手招を謙ずることがな  
くてはならない．1勺57FFにロンドンで㈹†渾された－●l†uman  

Tpphniqueinlhel」ah－汀alひrY－●のシンポプリムで．  

Ru5SeI】問上は、動物堺粧の押念に恨差した動物宰験舟  

行うための粧木とLて、3R－R叩Iarpmpnt（F捏推え：  

．L11来るだ什机物●実根にftる手段、例えば増詳細職L鍔′†ミ  

物等キ叩いて下味を子テう）、R＝hけい■川けり減：動物‘耳  

輪を■す‾るにしても、州来るだりmいる動物敢を減らし、  

H．つ動物がせける苫榔を減ら十）．R¢l血珊叩＝欄酬：  

∴J，腎のよt】動物射l巨－、鰍♀：な詔l呵と呵別に叩潤いけり  

手招l：よっr、間物の笹哺を剥げすとと主に、下切㈲㈹  

をL二廿る）－のヤえノノキ脚潰された′て この三つ亡り▼l【t、  

わ／tいに補強L合うRであー）、ここに動物の鴫駄な魯囲  

を軽くし、軌物将帥の理念【：j萄う両帝の動物‘丹韓み＝指  

すものであろ．、   

ヰ草附吊動物華塀取持に働く職‖の方々は．仰物－‡ぎ輯  

声・1る研究古、芋′トの1二めに、より月し－動物左・仲給し．、  

壇少限の動物軌㌣、よりjユい・㌣一夕が＝ろことをれし、、．と  

り高い3Rに婚うペく、日々筆力されていろ．．今、状が  
人草において未だ卜分でか、ものは、掛物智東に樟牒■寸▼  

る附究キ、苧′】iの間物神社3Rへの【r憫で【iウかろつ  

か（動物賃瞬施設の汎物欄創l！－当省と研ノ聖書、r■㌣tとの、  

上り密枠ウ計画rl勺，樟解が要求きか‾〔いる瑚／仁で．≠）ろ〔  

（本稿乍・f■にすに」川、州勿笑韓瓶，押）片目■湘軋 ■い？手  

車賀鍔問日、惰びに刃出‘．≠氏か弓多くの粧】モを乾いた．ミd  

し■r深謝十る．、j  （和利て＝丑壁粗■蔓）   

艶物実験と動物禰祉   
医事・生物学における現今の進歩に、動物東隣が果し  

た役刑は計り知れないものがあり、今絶も、その考要件  
は密らか、であろう∩ しかしながら，イギリスにおけろ  

動物慌往働l仁法の鍵牛（lf汀1叩ミ）に始まる卿l物作譜、動  

物罰柚の；璽蓼‖ま、その稚の＝町妃の間に合世界に揮がり、  

近年、教育研究の糊におけろ動物粟隙に対しても、多く  
の何々でiノミ律や基鞭による僻しい規制が撒けられ、‡た  

動物†削削利札二上る動物恨謂監視の運動が拡がりつつよ  
る。「抑I勿を虐待1t引司」の汚名牛丼・仕られていた潤が  

l玉＝これ、て‡，、や・，とⅠ973年に、「動物の保護視び管理  

に叩1る法律」が制1とされIgR（岬3りに、「零隋動物  

の糾賓及び保管等に閏寸る基準」がクモとなった‖ こhら  

に基づし、て、各人学・研究峨開でlよ、「動物下挨に閃1  

る榊針」が挿肘され、＊単にかlても、昨年】nHに、動  

物隠批の岬釦こ基づいた動物宰輪を行うペく、「脚l版  
村人苧にわける動物電照に悶十る指針lが設けられ、賃  

馳にl司Hて動いている－，指針の内をとそれに基づく動物  

塞塀の在り方について、「旭川l粁一大ザ動物粟旅マ∴ユ  

アル＿lが作られつつあり、近々、動打夫麟に子モ11ける諸  

氏lこ膏d邦きれることトニなっている〔   

動物冥琳と動物桁祉とはflJ容れ射一書．のであろうか？  

動物俣頂川体の冊物粟靡【二対する考ゑ方にも、穏健派と  


